
福⼭山はぐくみ研究会 　第9回 　公開フォーラム福⼭山はぐくみ研究会 　第9回 　公開フォーラム

開 　場 ／ １４︓：００
開 　始 ／ １４︓：３０（~１６︓：００予定）
会 　場 ／ 多機能型事業所ココサポ福⼭山
 　 　 　 　 　( 福⼭山市神辺町新徳⽥田 519番地 ) 
定 　員 ／１００名
⼊入場料 ／ 無  料
 　※駐⾞車車場に限りがありますので、出来る限り乗り合わせにて
 　 　お願い致します。

吉住 祐貴藤岡 克義

お申込み締切︓：６⽉月18⽇日（⼟土）

 ⾃自動⾞車車の⾃自動運転技術に代表されるように⼈人⼯工知能等のテクノロジーが⼤大幅に進化しています。これから先、今の⼦子ども達が仕事に
就く頃には、今ある仕事が無くなっていたり、新たな仕事が⽣生まれていたり、⼦子ども達は激動の中で就労をしていかないといけません。 
そんな中で、これからの⼦子ども達が、今⾝身に付けていくべき⼒力力とは何なのでしょうか︖？ 
 今回、第９回を迎える福⼭山はぐくみ研究会公開フォーラムは、ゼロから始める⼤大学受験・⾼高卒認定試験の学習塾であるフジゼミ代表の
藤岡克義先⽣生、多機能型事業所ココサポ福⼭山で若者の就労⽀支援を⽇日々⾏行行ってらっしゃる吉住祐貴先⽣生のお⼆二⼈人をパネリストとして
お迎えし、東林館⾼高等学校で不登校の⼦子ども達を専⾨門⽀支援している喜⽥田紘平理事⻑⾧長がコーディネーターを務め３⼈人でパネルディス
カッションを開催します。 
　今現在⼦子育てをされているご家族も、これから家族を作っていく若い⽅方々も、⼦子育てを終えられたご夫婦も、⼦子どもから⼤大⼈人まで、
この福⼭山の街を家族みんなに優しい街にしたいと願う皆様と共に学んでいきたいと思います。
 皆様お誘い合わせの上、お気軽にご参加ください。

「これからの⼦子ども達に必要な⼒力力とは︖？」 　「これからの⼦子ども達に必要な⼒力力とは︖？」 　

フジゼミ　代表学校法⼈人喜⽥田学園 東林館⾼高等学校 理事⻑⾧長
⽇日本チルドレンサポート株式会社 代表取締役

福⼭山はぐくみ研究会 代表

陽気株式会社　障がい部⾨門統括
多機能型事業所ココサポ福⼭山　責任者

発起人 兼 コーディネーター

喜田紘平

平成２８年６月１９日（日）平成２８年６月１９日（日）

協賛企業　︓：　「甲斐建設株式会社」、 「株式会社建内建材店」、 「株式会社鞆スコレ ・ コーポレーション ( ホテル鷗⾵風亭 )」、 「株式会社ワークベルク」、
　　　　　　　　　「甲⽥田建設株式会社」、 「( 認 ) こどもえん つくし」、 「フジゼミ」、 「弁護⼠士 岡耕⼀一郎」、 「豊栄電業株式会社」、 「有限会社エルドシック」、
　　　　　　　　　「有限会社オリーブハウス」、 「陽気株式会社」　　（五⼗十⾳音順）



出⾝身地
福⼭山市
⽣生年⽉月⽇日
1976年9⽉月21⽇日 http://kidakohei.com/
経歴
吉備国際⼤大学 社会福祉学部保健福祉学科卒業後、社会福祉法⼈人で15年間勤務。
介護⽼老老⼈人保健施設や特別養護⽼老老⼈人ホームなどで介護職としてリーダーや主任、計画担当責任者などを務める。
2014年1⽉月株式会社介護の扉設⽴立立
2014年5⽉月居宅介護⽀支援事業所 未来の扉  放課後等デイサービス ゆめの扉開設
2014年6⽉月 デイサービス 元気の扉開設
現在
株式会社介護の扉 代表取締役
居宅介護⽀支援事業所 未来の扉 管理者
資格等
介護福祉⼠士
介護⽀支援専⾨門員
広島県認知症介護アドバイザー

http://www.kaigono-tobira.co.jp/index.htmlぐらいでどんなでしょうか︖？

中元 慎吾さんのプロフィールです。
よろしくお願いいたします。

■⽒氏名
中島(なかしま) 　康(やす)晴(はる)
■⽣生年⽉月⽇日
1973年10⽉月6⽇日
■学歴
花園⼤大学 　社会福祉学部 　社会福祉学科卒業
新潟福祉医療専⾨門学校 　精神保健福祉⼠士通信科⼀一般養成課程卒業
県⽴立立広島⼤大学⼤大学院 　保健福祉学専攻（修⼠士課程）卒業
東北⼤大学⼤大学院 　教育学研究科（博⼠士課程）在学中 　2014年度~。
■現職
特定⾮非営利活動法⼈人地域の絆 　代表理事
広島県認知症介護指導者
公益社団法⼈人 　広島県社会福祉⼠士会 　会⻑⾧長 　 　2011年度~2014年度
公益社団法⼈人 　広島県社会福祉⼠士会 　相談役 　2015年度~
公益社団法⼈人 　⽇日本社会福祉⼠士会 　 　理事 　 　2015年度~
福⼭山平成⼤大学 　⾮非常勤講師（『社会福祉援助技術』）2007年度~2013年度
■住所
【勤務先】
〒720-0082 　広島県福⼭山市⽊木之庄町4-4-26
TEL 084-928-0503 　FAX 084-983-2803
Email 　nakasima@npokizuna.jp
■略歴
2008‐2010年度 　認知症介護研究・研修仙台センター「地域連携」担当講師
社会福祉⼠士・介護福祉⼠士・精神保健福祉⼠士・介護⽀支援専⾨門員。
主な職歴は、⽣生活相談員、介護職リーダー、デイサービス・グループホーム管理者。
福祉専⾨門職がまちづくりに関与していく実践の必要性を感じ、2006年2⽉月特定⾮非営利活動法⼈人地域の絆を設⽴立立。
現在、広島県内で9箇所の地域密着型サービス事業所を開設運営。
地域福祉センター仁伍（福⼭山市⽊木之庄町）
コミュニティホーム仁伍（福⼭山市⽊木之庄町）
地域福祉センター向永⾕谷（福⼭山市駅家町向永⾕谷）
地域福祉センター宮浦⻄西（三原市宮浦）
地域福祉センター⿅鹿鹿川（江⽥田島市能美町⿅鹿鹿川）
地域福祉センター幸崎（三原市幸崎）
地域福祉センター佐⽅方（廿⽇日市市佐⽅方）
地域福祉センター北吉津（福⼭山市北吉津町）
すまいる川内（広島市安佐南区川内）
ＨＰ︓：http://www.npokizuna.jp/
「代表理事中島康晴のブログ」では、社会福祉に対する様々な思いが掲載されています。

主な執筆
■論⽂文
「成功する⼩小規模多機能型居宅介護の運営」『介護ビジョン』 株式会社⽇日本医療企画 　2008年9⽉月号~2010年3⽉月号
「地域に密着したサービスを⽣生む『地域交流事業』の取り組み・実践のコツ」『通所介護&リハ』 株式会社⽇日総研出版 　2010年3⽉月号 　PP.35~42
「まちづくりとしての⼩小規模多機能ケア」 『介護ビジョン』 株式会社⽇日本医療企画 　2010年4⽉月号~2011年3⽉月号
「⼩小規模多機能型居宅介護編」 『施設ケアプランと記録の教室』 株式会社⽇日総研出版 　2010年9⽉月号 　PP.24~31
「事例で学ぶ︕！地域連携ネットワーク―いかに地域とのかかわりを持つのか」 『⽀支援・⽣生活相談員』 株式会社⽇日総研出版 　2010年11⽉月号 　PP.59~70
「まちづくりの拠点となる施設~地域を⼀一体的にとらえた対⼈人援助活動の実践」 『達⼈人ケアマネ』 株式会社⽇日総研出版 　2011年6⽉月号 　PP.2~7
「経営者・管理者のための中島流⼈人材マネジメント講座」 『デイの経営と運営』 株式会社QOLサービス 　2011年7⽉月号~2012年3⽉月号
「地域社会との関係性を⼤大切にした外出⽀支援で認知症⾼高齢者の⽣生活が安定【要介護４】」 『施設ケアプランと記録の教室』 株式会社⽇日総研出版 　2011年11⽉月号 　PP.29~33
「通所サービス事業所として地域社会と連携する・地域に貢献するということ」 『通所介護&リハ』 株式会社⽇日総研出版 　2013年1⽉月号 　PP.7~15
「『地域包括ケアシステム』の中で認知症の⼈人とどうかかわる︖？~認知症ケアの位置づけとケアマネジメント視点~」 『達⼈人ケアマネ』 株式会社⽇日総研出版 　2013年4⽉月号 　PP.8~16
「ソーシャルワーカーが担うべきソーシャルアクションの実践形態」『地域ケアリング』株式会社北隆館 　2014 年6 ⽉月号 　PP.15 ~ 23
「暮らしたい場所で暮らし続ける⾃自由を守る‐新⾃自由主義における『⾃自由』の実相‐」『⽣生活経済政策』⽣生活経済研究所 　2015年1⽉月20⽇日
■著書
『よくわかる地域包括ケアの理論と実践-社会資源活⽤用術』株式会社⽇日本医療企画2014年6⽉月（単著）
「地域変⾰革から社会変⾰革への挑戦」『独⽴立立型社会福祉⼠士―排除された⼈人びとへの⽀支援を⽬目指して―』ミネルヴァ書房 　2014年8⽉月1⽇日（執筆）
■講演活動
  　年間平均50~60回

介護に携わる職員の数は、高齢化がピークを迎える2025年度時点で30万人程度不足する見通しであることが、厚生労働省の調べでわかった。

各都道府県の推計によるもので、25年度には約250万人の職員が必要だが、現状のままでは供給が追いつかない。厚労省は15年度から職員の賃上げや

介護未経験者の活用といった対策を強化し、人手確保を急ぐ。

　介護職員は、13年度で非常勤も含め約177万人。仕事の労力が重い割に…

介護は決して楽な仕事ではありません。ですが、他の仕事では出来ない体験もたくさんあります。

「介護しかない」ではなく「やってみたい仕事」として介護という選択肢を増やしてみるのもいいかもしれません。

中 元  慎 吾

What is power necessary for children in the future？

What is power necessary for children in the future？

What is power necessary for children in the future？

中元 慎吾中島 康晴

藤岡 克義

吉住 祐貴

（出⾝身地）尾道市 　 　 　
（⽣生年⽉月⽇日）1963 年 4⽉月 9⽇日⽣生まれ
（競技歴） 　1983 ~ 1986 年 　国⼠士舘⼤大学サッカー部
 　 　 　 　 　1987 ~フジタサッカークラブ
（受賞歴） 　全⽇日本⼤大学選⼿手権（優勝），第 43回 京都国⺠民体育⼤大会（優勝）
（指導歴及び活動歴）
 　 　 　 　 　1989 年~ジュニア、ユースチーム指導
 　 　 　 　 　2007 年~ NPO法⼈人スポーツクラブナイス
 　 　 　 　 　（公財）福⼭山市スポーツ振興室事業
 　 　 　 　 　福⼭山市教育委員会体育振興事業
 　 　 　 　 　⾼高校外部コーチ他、⼤大学・社会⼈人チームコーチ
 　 　 　 　 　企業社員研修セミナー「ロジカルコミュニケーションスキルアップ」他
 　 　 　 　 　全国にて⼦子育て⽀支援講演「⼦子どもを伸ばす３つの魔法」他，児童虐待防⽌止講演会他
（取得ライセンス）
 　 　 　 　 　（公財）⽇日本体育協会公認上級コーチ
 　 　 　 　 　（公財）⽇日本サッカー協会A級公認コーチジェネラルライセンス 　他多数
（講演活動）
 　 　 　各都道府県教育委員会主催後援による講演会を保育所，幼稚園，⼩小学校などで年間約 30本
（書籍） 　 　
 　 　 　「2か⽉月でみるみる変わる︕！親⼦子コミュニケーション５９の習慣」全国出版

【出⾝身地】尾道市 　 　 　
【⽣生年⽉月⽇日】1981 年 10⽉月 30⽇日⽣生まれ
【経歴】 　英数学館⾼高等学校、⿓龍龍⾕谷⼤大学⽂文学部英語英⽶米⽂文学科卒業後、ニュージーランドの
 　 　 　 　語学学校『Silver Fern Language Academy』の⽴立立ち上げに参加。
 　 　 　 　2004 年より東林館⾼高等学校認定サポート校で英語教師を務める。
 　 　 　 　2010 年 9⽉月 全国の学校法⼈人理事⻑⾧長の中で最年少の 28歳で現職に就任。
【現在】 　学校法⼈人喜⽥田学園 東林館⾼高等学校 理事⻑⾧長
 　 　 　 　広島県私⽴立立中学⾼高等学校協会 　理事
 　 　 　 　広島県私⽴立立学校審議会 　委員
 　 　 　 　広島県⻘青少年健全育成審議会 　委員
 　 　 　 　⼀一般社団法⼈人⽇日本医療福祉教育コミュニケーション協会 理事
 　 　 　 　⽇日本チルドレンサポート株式会社 代表取締役
 　 　 　 　福⼭山はぐくみ研究会 　代表
 　 　 　 　福⼭山市議会議員
【資格・所属】
 　 　 　 　中学校・⾼高等学校 　第⼀一種教員免許
 　 　 　 　NLP 認定マスタープラクティショナー（実践⼼心理学カウンセラー）
 　 　 　 　⽇日本⾃自閉症スペクトラム学会
 　 　 　 　⽇日本⼩小児⼼心⾝身医学会
【HP】 http://kidakohei.com/

【出⾝身地】福⼭山市
【⽣生年⽉月⽇日】1975 年 10⽉月 29⽇日
【経歴】中学時代から⾮非⾏行行にはしり、⾼高校を 1か⽉月で中退後に様々な職に就く。
 　 　 　 19 歳の時に進学を決意し⼤大学⼊入学資格検定に合格。
 　 　  　2000 年 國學院⼤大学経済学部経済学科卒業。株式会社⼤大林組に⼊入社。
 　 　  　2004 年 故郷に戻り、学習塾フジゼミを設⽴立立。
【現在】株式会社フジゼミ 　代表取締役
 　 　 　  広島県暴⾛走族相談員
【活動】学習塾フジゼミは「年齢・経歴・学⼒力力 　⼀一切不問」を掲げ、⾼高校⽣生はもちろん、
 　 　 　 ⾼高校中退者や社会⼈人にも幅広く⾨門⼾戸を開き、ゼロからの教えなおしを実践している。
 　 　 　 2015 年にはその活動がフジテレビのドキュメンタリー番組になる。
 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ザ・ノンフィクション「⼈人⽣生はやり直せる」）
 　 　 　 2003 年 12⽉月からエフエムふくやま⽕火曜⽇日ココロの鐘に出演中。
【著書】⼤大切なのは「つまずき 寄り道 回り道」（⼩小学館）
【HP】 　http://www.fujizemi.com

【出⾝身地】福⼭山市 
【⽣生年⽉月⽇日】 1978 年 2 ⽉月 10 ⽇日⽣生まれ 
【学歴】川崎医療福祉⼤大学 　医療福祉学部 　医療福祉学科卒業 
 　 　 　 　東北福祉⼤大学⼤大学院 　福祉⼼心理学部 　福祉⼼心理学科（修⼠士課程）卒業 
【略歴】介護福祉⼠士・介護⽀支援専⾨門員 
 　 　 　 　主な職歴は、介護職リーダー、⽣生活相談員、訪問介護主任、児童発達⽀支援管理
 　 　 　 　責任者、デイサービス管理者、放課後等デイサービス管理者。
 　 　 　 　東京都稲城市介護保険運営協議会委員 
 　 　 　 　東京都稲城市 居宅介護⽀支援事業者等連絡会  　監事
【活動】⾼高齢者介護、障害福祉、障がい福祉サービスに⻑⾧長年従事。
 　 　 　 　事業所と当事者、家族、地域をつなげる活動に取り組み続けている。 
 　 　 　 　現在は、陽気株式会社 　障がい部⾨門統括を務める。
 　 　 　 　放課後等デイサービス、就労移⾏行行⽀支援、就労継続⽀支援 B 型が⼀一体型になっている
 　 　 　 　多機能型事業所ココサポ福⼭山責任者。 
【執筆・受賞等】 「⼼心理的ニーズをライフレヴューで把握し個⼈人回想法を⾏行行った⼀一事例 :
 　 　 　   対応困難な BPSD に対して」・・・ 2013 年 6 ⽉月 認知症ケア学会 　⽯石崎賞受賞
 【 HP 】 http://www.yo-ki.jp/

これからの子ども達に必要な力とは？

Is a necessary force in the future of children ?

With the power necessary to future children?

What is power necessary for children in the future?


